
平
成
二
十
八
年
十
月
三
日
提
出

質

問

第

三

三

号

安
倍
総
理
の
「
憲
法
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
国
民
の
手
に
取
り
戻
せ
る
」
と
い
う
発
言
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

33



安
倍
総
理
の
「
憲
法
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
国
民
の
手
に
取
り
戻
せ
る
」
と
い
う
発
言
に
関
す
る
質
問
主

意
書

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
、
産
経
新
聞
は
、
「
安
倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総
裁
）
は
二
十
六
日
ま
で
に
、
憲
法
を
テ
ー

マ
に
産
経
新
聞
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
「
い
ま
だ
か
つ
て
国
民
は
自
分
た
ち
の
手
で
憲
法
を
つ
く
る
経
験
を
し
て
い

な
い
。
改
正
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
憲
法
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
国
民
の
手
に
取
り
戻
せ
る
」
と
述
べ
」
、
「
現
行
憲
法

に
つ
い
て
は
「
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
と
い
う
の
は
幻
想
だ
」
と
指
摘
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

こ
の
安
倍
総
理
の
発
言
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

こ
の
発
言
は
事
実
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
憲
法
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
国
民
の
手
に
取
り
戻
せ
る
」
と
は
、
そ
も
そ
も
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の

か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
総
理
は
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
は
、
国
民
に
と
っ
て
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

四

「
憲
法
を
自
分
自
身
の
も
の
と
し
て
国
民
の
手
に
取
り
戻
」
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
が
、
国
民
に
と
っ

一



て
ど
う
い
う
状
態
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

自
由
民
主
党
は
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
十
五
日
の
立
党
と
と
も
に
決
定
さ
れ
た
「
党
の
政
綱
」
に
お
い
て
、
「
現
行
憲
法

の
自
主
的
改
正
を
は
か
り
」
と
明
示
し
、
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
の
「
新
綱
領
」
に
お
い
て
も
、
「
私
た
ち
は
近
い

将
来
、
自
立
し
た
国
民
意
識
の
も
と
で
新
し
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
」
努
め
る
と
し
、
党
是
と
し
て
、
自
主
憲
法
の
制

定
を
掲
げ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
一
般
論
と
し
て
、
自
主
憲
法
の
制
定
と
は
ど
う
い
う
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

安
倍
総
理
は
、
現
行
憲
法
に
つ
い
て
は
「
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
と
い
う
の
は
幻
想
だ
」
と
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
例
え
ば
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
、
吉
田
茂
首
相
は
、
「
只
今
本
院
に
於
て
憲
法
改
正

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
、
こ
こ
に
政
府
を
代
表
致
し
ま
し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
述
べ
た
い
」
と
し
て
、
「
去
る
六
月
二
十
五

日
憲
法
改
正
案
が
本
院
に
上
程
せ
ら
れ
ま
し
て
以
來
、
本
會
議
、
委
員
會
等
を
通
じ
、
議
員
諸
君
の
終
始
愼
重
に
し
て
熱
誠

な
る
御
努
力
は
、
洵
に
衷
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
」
で
あ
り
、
「
本
案
は
新
日
本
建
設
の
礎
石
を
築
き
、
世
界
の
平
和

の
先
頭
に
立
た
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
日
本
草
案
に
贊
意
を
表
せ
ら
れ
た
議
員
諸
君
の
御
演
説
は
、
國
民
の
總

意
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
内
外
に
反
響
を
致
し
ま
し
て
、
新
憲
法
草
案
の
意
義
特
色
を
内
外
に
更
に
一
層
鮮
明
に
諒
解
せ

二



し
む
る
も
の
と
確
信
」
し
て
い
る
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
演
説
は
「
帝
國
憲
法
改
正
案
」
が
衆
議
院
本
会
議
で
、
「
可
と

す
る
者

白
票

四
百
二
十
一

否
と
す
る
者

青
票

八
」
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
た
直
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
、
女
性
の
選
挙
権
を
認
め
た
新
選
挙
法
の
も
と
で
衆
議
院
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
同
年
五
月
十
六

日
に
召
集
さ
れ
た
第
九
十
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
当
時
の
帝
國
憲
法
と
法
令
に
基
づ
い
て
審
議
可
決
さ
れ
成
立
し
た
日
本

国
憲
法
が
「
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
と
い
う
の
は
幻
想
だ
」
と
い
う
の
は
、
日
本
国
憲
法
そ
の
も
の
を
貶
め
る
と
と
も
に
、

多
く
の
先
人
の
国
会
で
の
議
論
を
否
定
し
、
ひ
い
て
は
議
会
制
民
主
主
義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


